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＜講義目的＞ この教科を学び、どのような力・知識が身に付くのか。

<講義概要>

講義 90 ％ 演習 10 ％ 実習 ％

＜到達目標レベル（何を、どのレベルに）＞

＜レッスンプラン（時限ごとの項目スケジュール概要）＞

回

＜授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）＞

＜成績評価方法・基準＞

その他（　 #

↳ （ ）

＜教員紹介＞

2025年度　シラバス＆レッスンプラン

添乗英語Ⅱ 宗本豊明
2 17

授業の方法 講義

国際観光ビジネス科 2年
○ 講義時限数 15

単位数 2

添乗業務に必要な基本的な英語力を習得する

①テキストに登場する添乗場面の状況を把握し、ネイティブEnglishの発音、イントネーションを習得する
②添乗英語特有の表現、語句を理解し、覚える　　　　③学生同士で役割を決めて会話を行う
④次回の授業で前回の復習テストを実施する(会話の聞き取り・単語・熟語の理解・応用問題へ挑戦等）

<授業の進め方>

　　講義　　　　　グループワーク　　　　　実技・演習　　　　　フィールドワーク　　　　　実習
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜授業計画全体における講義・演習・実習の割合＞

①一般的な団体観光旅行で想定される添乗業務における英語力の内、リスニングとスピーキングに重点を置いて向上を図る
②場面ごとに想定されるトラブルを乗り切るための最低限の英会話力を身に着ける

授業計画 テキスト・使用資料その他 学生PC利用

1 ①前期期末試験総括　②テキスト「ツアーコンダクターの英語」より第3章：ホテル－1(P50～54) 教科書・PWT・プリント

2 ①確認テスト　②テキスト「ツアーコンダクターの英語」より第3章：ホテル－2(P61・67～74) 教科書・PWT・プリント

3 ①確認テスト　②テキスト「ツアーコンダクターの英語」より第7章：レストラン(P96～105) 教科書・PWT・プリント

4 ①確認テスト　②テキスト「ツアーコンダクターの英語」より第9章：事故処理(P116～122) 教科書・PWT・プリント

5 ①確認テスト　②テキスト「ツアーコンダクターの英語」より第9章：事故処理(P123～128) 教科書・PWT・プリント

6 ①確認テスト　②テキスト「添乗員のための英語」よりUNIT1・At the airport and on the plane(P1～10) 教科書・PWT・プリント

7 ①確認テスト　②テキスト「添乗員のための英語」よりUNIT2・At the airport upon arrival(P11～21) 教科書・PWT・プリント

8 ①確認テスト　②テキスト「添乗員のための英語」よりUNIT2・At the airport upon arrival(P22～30) 教科書・PWT・プリント

9 ①確認テスト　②テキスト「添乗員のための英語」よりUNIT3・At the hotel(P31～41) 教科書・PWT・プリント

10 ①確認テスト　②テキスト「添乗員のための英語」よりUNIT3・At the hotel(P42～49) 教科書・PWT・プリント

11
①確認テスト　②テキスト「添乗員のための英語」よりUNIT4・Sightseeing,Dining,and Other activities(P51～
55)

教科書・PWT・プリント

12
①確認テスト　②テキスト「添乗員のための英語」よりUNIT4・Sightseeing,Dining,and Other activities(P56～
61)

教科書・PWT・プリント

13 ①確認テスト　②テキスト「添乗員のための英語」よりUNIT7・Problems(P73～79) 教科書・PWT・プリント

14 ①確認テスト　②テキスト「添乗員のための英語」よりUNIT7・Problems(P80～87)　③期末試験準備 教科書・PWT・プリント

15 予習及び期末試験 試験用紙・英会話CD

毎回授業の初めに確認テストを行うための予習

試験と 試験期間中 評価
方法

筆記試験（70％） 小テスト（15％）
確認テスト提出回数

㈱JTBにて海外旅行業務全般を30年間担当。当カレッジでは英語科目(旅行業英語、添乗英語、英検対策、ホテル英語、ビジネス英語)及び海外旅行実務、海外観
光資源の指導経験あり。

レポート（　　　 ％）

評価方法 講義時限内 実技試験（　　　％） 受講態度（　　　　％） 作品（　　　　　％）


